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をきっかけに行われた整備が 日本大通りの景観等に対して及ぼした影響を把握することができたといえる

神奈川県横浜市の日本大通りは 横浜港開港時の都市計画や居留地の景観としての観点から 注目さ
れるべき街路である 本研究では 当時の日本大通りを にて再現することにより 横浜居留地の特徴
や街路整備を視覚的に表現することを目的とした 再現に際しては 日本大通りが所在する関内地区の概要
や 日本大通りの整備概要等を調査し 調査内容に基づいて建築物や電柱 ガス灯 街路樹帯等の モデリ
ングを行った その結果 当時の日本大通りにおける詳細の把握が可能となり 実際の距離感や 建物のス
ケ ル また整備前後の印象の変化等を主観的に感じることが可能となった これにより 年の大火災

日本大通り 街路整備 モデリング 視覚化

くみられた またこれらの整備は 関内地区のほぼ中央に
位置する日本大通りを中心として行われた

神奈川県横浜市関内地区は 年の横浜港の開港によ 以上のことから 日本大通りは当時の都市計画として
り外国人居留地となり 一躍商業都市 貿易都市として外 また居留地の景観として注目されるものであるが 当時の
交の中心となった 外国人居留地とは 鎖国を続けていた 様子を知ることのできる資料の大半は日本大通りを断片的
日本が外国に対し 一定区域の範囲で土地を貸与し 建物 に写した写真であり その全貌を詳細に把握することが困
の購入あるいは住宅 倉庫 商館等の建築を許可した区域 難である また 現存する資料から古い町並みの景観等を
である しかしながら 開港当初の横浜の居留地は 開港 把握する手段として を用いる手法がある 具体的に
準備を進める日本が 急速かつ簡易的に整備を行ったもの は これまでに長野県妻籠宿 青森県八戸市 石川県金
であったため 居留をはじめた外国人達からの不備の訴え 沢市 などにおいて事例があり いずれも関連地域におい
が多くあった そのような背景のなか 年に関内地 て一定の評価が得られている
区にて発生した火災では 耐火性に乏しい街区割りや建築 そこで本研究では 当時の日本大通りを にて再現
物が要因となり 関内地区の 分の が焼失するという事 することにより 横浜居留地の特徴や都市整備の状況を視
態を招いた その後 外国人居留地ではこの火災をきっ 覚的に表現することを目的とする それにより 現存する
かけとし お雇い外国人らによる西欧の知識や技術を取り 資料のみでは把握が困難であった当時の日本大通りの詳細
入れた都市整備が行われ その際の整備が現在の関内地区 が把握できるものと考えられる
の市街地を形成した
横浜市関内地区は 開港から 年以上が経過した現在
でも赤レンガ倉庫や山手の洋館街が保護され 洋風の街を
模した馬車道や元町通りなど 開港当時を再現した景観が 年に締結した日米通商修好条約では 日本国内の
特色として知られている 港 函館 神奈川 長崎 新潟 兵庫 が開港場 都 江
江戸時代末期にほぼ同時に開港した日本の各港における 戸 大阪 が開市場として定められ 来日した外国人は
外国人居留地では 外国人らにより従来の日本とは異なる 港の開港場内の居留地に居住することが決められていた
様式の都市整備が行われ 以後の日本における都市整備が 各開港場の実態はさまざまで 居留地としての市街地形成
先駆的に実施された 特に横浜関内地区における居留地整 とも関連しそれぞれに特色が生まれた 元来 半農半漁の
備は他港の居留地と比較して 幅員 という広い道路 寒村であった横浜は居留地として市街地が形成されたこと
街路樹 歩車道分離道路 ガス灯 マカダム式砕石舗装道 により イギリス アメリカ フランス オランダ 中国
路など 日本で初めて導入された西欧の都市整備技術が多 人等が居留し 様 な文化交流の場となった そのような

國井洋一 金子絵理香

要約

キ ワ ド

横浜居留地の形成

は じ め に

開港当時の横浜居留地の概要

横浜開港時の日本大通りの景観に対する
モデリングによる考察
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横浜開港時の日本大通りの景観に対する モデリングによる考察

外国人から見る開港当初の居留地の様子と分析

横浜居留地の形成年表

関内地区における外国人居留地と日本人居住地の分布 豚屋火事焼失分布地図 黒色箇所が焼失

文化が混ざり合った横浜居留地での市街地整備では 西欧 日本人町より出火し 関内地区の約 分の を焼土と化し
の技術や知識を取り入れた整備が行われ 以後の横浜関内 た 図 は豚屋火事で被害を受けた分布図である
地区の市街地を形成した 表 に横浜居留地の形成年表
図 に関内地区における外国人居留地と日本人居住地の分
布を示す 上述の豚屋火事を契機として その後の関内地区に対す

る市街地整備を具体的に示した 第 回地所規則 が

開港に際し 外国と日本の間では開港地をめぐる争論が
起こっていた 具体的には 外国側は現在の神奈川区東神
奈川付近の神奈川宿を要望し 一方の幕府は横浜開港を考
えていた このように 横浜開港には外国側が反対してい
たが 日本の幕府は開港場を横浜とするための既成事実を
作るべく 開港期限の僅か か月前に居留地整備に着手
し 強引に進めていった さらに 横浜を貿易に有利な土
地とするために 江戸の大商人に居留地で商売を行わせる
などの画策も企てた これらの既成事実により 外国側も
当初の意向を変えざるをえなくなり 年 月に横浜居
留地は正式に外国側から承認されることになった
しかしながら 外国側を押し切る為に市街地整備を急速
に進めた関内地区では インフラ等に様 な不備が生じて
いた 表 には外国人居留者の当時の居留地の様子を語っ
た記録を分析した結果を記す これにより 街区の雑然さ
居留地敷地不足 舗装の悪さ 建築物や街区の防火性の不
十分さが問題視されていたことがわかる
このような状況下において 年 月 日に豚屋火
事とよばれる大火災が発生した 豚屋火事は関内地区東側

表

表

図 図

第 回地所規則

居留地の問題点および大火災の発生
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國井 金子

第 回地所規則概要

日本大通り整備後の関内地区

年に締結された 表 は第 回地所規則の概要であるが が形成されていくことになる
この規則にもとづいた整備により 現在の関内地区の骨格

以上の第 回地所規則に基づき 現在の日本大通りが整
備されることとなる 図 に関内地区における日本大通り
の位置を示すが 日本大通りを境界として日本人居住地と
外国人居留地が完全に二分されることとなる 以下に日本
大通りの主な整備の具体を示す

道路幅は全体幅員 であり 幅員内に車道 歩
道両側 街路樹帯両側 で整備された 歩車道分離
と街路樹はこの時初めて日本で取り入れられたとされてい
る

舗装にはマカダム 砕石 舗装が用いられた 日本で初
めて砕石舗装を用いられたのは ブラントンによる横
浜の舗装整備とされている マカダム舗装の整備について
は ブラントンが 横浜の下水 道路整備計画 に書き記
しており その構造概要を知ることができる

年より 技術師プレグランによりガス灯工場建設が
伊勢山下石炭蔵跡にて進められ 年 月に完成した
その後 大江橋から馬車道 本町通りにかけて日本で最初
のガス灯が点火された

上述した日本大通りの概要と現地調査で得た情報に基づ
き 開港当時の日本大通りに対する モデリングによる
再現を試みる 日本大通りの モデリングにおいては
第 回地所規則による整備前と整備後の両者について実施
し 整備による変化を視覚的に表現する 以下に概要を述
べる

写真 は現在の日本大通りの様子である 日本大通りは
第 回地所規則での整備により幅員 となったが 関
東大震災後の復興ではこの幅員は維持されず 幅員

表

図

日本大通りの整備

道路幅の拡張

舗装整備

ガス灯

現地調査

日本大通りの モデリング
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横浜開港時の日本大通りの景観に対する モデリングによる考察

現在の日本大通り 年 月 日撮影

整備前後における日本大通り周辺の街区割り

街区割りの モデル

撮影写真からの 作成

写真 年 月 日撮影

大通り周辺の街区割りを示したものである これらに基
づき 建物が存在した位置へ簡易的な モデルを配置す
ることにより 日本大通り周辺の街区の概略を把握した
図 に作成した街区割りの モデルを示す

のイチョウの並木道となっていることを確認した 上記に示したそれぞれの街区における個 の建物モデル
さらに 日本大通り周辺の建物に関しても モデリン の作成においては 各建物が建てられた年代とほぼ同時期
グを行うため 開港と近い時期に建てられた横浜市内に現 である 明治から大正初期に建てられていたものを再現す
存する建物を調査した 調査対象は赤レンガ倉庫および山 ることとした 図 は明治時代の日本大通りに建てられて
手に存在する 棟の西洋館 山手 番館 横浜市イギリ いた建物の一覧である モデルの作成は 参考資料の写
ス館 山手 番館 エリスマン邸 ベ リックホ ル 真や当時の居留地の建築物の絵などに基づき行った 図
外交官の家 ブラフ 番館 である それぞれの建物にお に作成した建物の モデルの一部を示す
いて モデリングに使用する素材の写真を計 枚撮影
し として使用する素材に加工する 図 に撮影写
真から 化する流れを一部の素材により示す 日本大通りに配置する電柱とガス灯のモデリングを行

う ガス灯の モデリングには 明治期のガス灯を復元
した原物を参考とした 電柱の モデリングには 図

図 は第 回地所規則による整備前および整備後の日本 の破線部に示される パタ ンを参考とした 当時の

写真

図

図

図

建物の モデリング

電柱およびガス灯の モデリング

街区の モデリング
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國井 金子

再現した日本大通りの建物の一覧および位置

電柱およびガス灯と人物との対比

電柱およびガス灯の モデル

建物の モデルの一部

を作成する際には図 を参考とし 電柱やガス灯の際と同

ガス灯および電柱の高さは 図 に写し込まれている人物
の身長との対比にて推測した 以上より 電柱の高さは

ガス灯の高さは として モデリングを
行ったものが図 である

日本大通りには 防火対策および景観整備の観点から
日本で初めて街路樹が配植された 街路樹帯の モデル

様に高さを推測した

図

図

図

図
街路樹帯の モデリング
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横浜開港時の日本大通りの景観に対する モデリングによる考察

街路樹帯の高さ推定

鉛直方向から見た日本大通りの モデル

日本大通り全景写真を用いた街路樹帯の長さ分析

街路樹帯の分布

かと考えられる 以上より 街路樹帯の一区画の長さを予
測し 図 に示す分布図に合わせて計 種類の街路樹帯
を配置することとした

図 に示した整備前後それぞれの街区割りに対し 建物
の配置を行う 街区の道路面については 整備前は土面
整備後はマカダム舗装として表現した なお 年以前
の対象地の写真や 建物の外観の詳しい情報の入手が困難
であったため 整備前の町並みにおいても 整備後の煉瓦
づくりの倉庫や民家の写真を参考として使用した 図
は整備前後の再現した町並みを鉛直方向からみたものであ
り 同図中の各視点からみた景観を図 に示す

以上により再現された日本大通りに対する整備前後の
モデルより 当時の景観等に関して把握可能な内容を考
察する
まず 整備前においては道路面が土であるため 図 の
各図に示されるとおり凹凸が大きいことが確認される ま
た 同図 や にもみられるように道路幅の狭い場
所に高さのある建物が密集しているため 建物からの圧迫
感が強く感じられる さらに 歩車道が分離されていない
ことから 特に歩行者は不便や危険を感じながら通行して
いたことが推測される

次に 街路樹帯の配置については図 をもとに分析を 一方 整備後においてはこれらの問題点がそれぞれ解決
行った 同図中の の位置における街路樹帯は いず されている 具体的には 道路面が舗装されたことにより
れも長さが異なる また と の街路樹帯の車道を挟ん 馬車等の通行が容易となっただけでなく 図 の各図か
だ向かい側には同じ長さの街路樹帯はなく 街路樹帯の長 らも理解できるように景観的にも明るい印象となった ま
さは一定ではないことが分かる また 建築物と街路樹帯 た 道路幅が に拡張されたことにより 特に同図
が密接していた事から街路樹帯の一区画の区切りは 建築 からわかるとおり建物からの圧迫感は大幅に軽減された
物の入り口および交差点ごとに配置されていたのではない さらに歩車道が分離され 歩道には街路樹が植えられたこ

図

図

図

図

日本大通りの再現

考 察
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國井 金子

整備前の モデルから見た景観

整備後の モデルから見た景観

横浜開港資料館 横浜市歴史博物館 開港場横浜ものがた

横浜市企画調整局編 港町 横浜の都市形成史 横浜市企
画調整局
横浜消防の歴史編集委員会 横浜消防の歴史

横浜開港資料館 図説 横浜外国人居留地 横浜開港資料

以上の現地調査 文献調査を通して 日本大通りを

合の景観シミュレ ション等についても応用が期待される

上経過した現在でも居留地の面影や景観が保護されており

とにより 歩行者の通行路が確保されただけでなく 景観 に その整備においては日本と外国で都市整備の技術や概
の改善にもつながったと考えられる 念に文化摩擦が生じており 開港前に日本が居留地として
以上のように 日本大通りを によって再現したこ 用意した土地は 外国人からみると利便性 衛生面 安全
とにより 整備前後での景観等の変化を視覚的に把握する 面などが極めて不十分なものであったとされており その
ことができた は図 のように任意の視点から 後 外国の都市整備を取り入れながら 日本大通りを中心
の景観を表示することが可能であるため 固定視点の写真 に様 な整備が行われたことが分かった
等と比較してより多くの情報を得ることが可能であると考
えられる また 上においては視点の移動も容易に により再現したことで 当時の日本大通りの詳細を視覚的
可能であるため シ クエンス景観として捉えることも可 に把握することを可能とし 実際の距離感や 建物のス
能である そのため 整備前後の日本大通りをそれぞれ通 ケ ル また整備前と後の街区の印象を主観的に感じるこ
行することによる景観の捉え方の違いなど 一定の視点か とのできるものとなった
らのシ ンだけでは理解が困難であることも把握可能であ 今後 本研究で作成された に対し 現実に存在し
ると推測される さらに はコンテンツの追加や修 た日本大通りの再現性の検証が課題としてあげられる そ
正も容易であるため 異なる整備方法や材料等を用いた場 の結果 再現性が認められた場合における本研究の成果

は 横浜開港の歴史を視覚的に知る資料として有用である
と推測され また整備前と整備後を比較可能であることに
より 当時の都市整備のありようを提示する資料として役

本研究では 明治期から大正期にかけての横浜関内地区 に立つと考えられる
の 都市整備の記録や 現存する地図 写真から日本大通
りを により再現した 本研究で用いた多くの資料は 横浜開港資料館のご
現地調査により 横浜関内地区では 開港から 年以 協力によりご提供いただいたものである ここに記し 謝

意を表する
開港後に行われた都市整備の街区割りが 今もなお残され
ていることが分かった
また 横浜居留地の整備概要を調査すると 当時の関内
地区の整備では 日本で初めてとされる西欧の技術が多く
みられ 以後の日本における都市整備を先駆的に実施した
ものであるものの この注目されるべきである当時の様子
を知ることができるものは断片的な写真が多く その全貌
を詳細に把握することが困難であることが分かった さら
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: A street of “Nihon-Odori” at Yokohama-city has been receiving more attention from the

view point of city planning soon after the opening of Yokohama port and landscape for a colony of

foreign people. The Nihon-Odori, begun about years ago, was recreated by using DCG, and

features of the colony and the street improvement were expressed visually in this paper. In order to

recreate the Nihon-Odori, the overview of Kan-nai region and the street improvement were

researched, and D modeling for building, electric pole, gas lamp, street tree and so on was carried out.

As a result, the details of landscape for the Nihon-Odori could be grasped visually, and the change of

impression due to the street improvement could be confirmed.

: Nihon-Odori, street improvement, D modeling, visualization
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